
          

あすなろ第２保育園     

 

早いもので 1年の締めくくりとなる 12月を迎えるようになりました。 

新型コロナの第８波の足音と一緒に、県内ではインフルエンザによる学級閉鎖となったところもありました。 

冬季は空気の乾燥も強くなり、乾燥によって足元にあったウイルスなどが巻き上がり、吸い込むことで感染症に

もかかりやすくなる時期です。 

寒い時期ではありますが、1時間に 5分程度は換気を行い、洗濯物を干したり、加湿器を使用するなどして室

内の湿度が 50％程度になるように加湿もしましょう。 

 

 

 

 インフルエンザ発症後、登園される場合には、学校保健衛生法による登園基準により、「解熱後 3 日間が経過

していること」「発症後 5日が経過していること」の 2つの条件を満たす必要があります。 

 発症とは発熱等の症状が現れたことを指し、発症日は 0日目となります。 

インフルエンザと診断された場合、園まで、インフルエンザの型と発症日をお知らせいただきますようお願いい

たします。登園にあたり、医師の許可書は不要です。 

 ご家族やごきょうだいが罹られた場合、インフルエンザの抵抗力の弱いお子さまがかかる可能性が強くなりま

すので、可能な限りご家庭での保育のご協力をお願いいたします。 

 

内科健診があります 

12/8（木）9：30より 全クラスのお子さま 

何かご相談されたいことがありましたら、担任までお知らせください。当日欠席された場合には後日受診をして

いただくこととなります。後日詳細をお知らせします。 

保育園での投薬について 

冬季になりますと、保育園での投薬が増える時期になります。慢性的な病気などで園での投薬が必要と医師

が処方されたお薬や、溶連菌感染症などで定期的な抗生剤が処方されるなどのやむを得ない場合は、お薬連絡

票に記入をお願いします。咳や鼻水のお薬に関しましては、帰宅後と寝る前に内服していただくか、医師に状

況を説明していただき、１日２回の処方に変更していただきますよう、受診の際にご相談ください。 


